
昭 和41 年5 月10 日

区 のお知らせ

第168 号( 1)

足 立 区

企 画 室
TEL( 888) 2151

人 口 調 べ

(昭和41年4 月1 日現在)
世 帯　144, 583

男　265, 108

女　250, 450

計　515, 558

( 前月より1, 821人増加)

◇

五
月
の
こ
よ
み

□
八
日
～
十
五
日
　
　
　
　
大
掃
除

□
十
一
日
～
二
十
日
　
　
　
交
通
安
全
運
動

□
二
十
日
　
　
　
　
　
　
　

成
人
学
校
開
校
式

□
二
十
一
日
　
　
　
　
　
　

母
と
子
ど
も
の
大
会

□
二
十
二
日
　
　
　
　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
技
術

講
習
会

□
二
十
四
日
・
二
十
六
日
　
消
費
者

移
動
相
談
室
開
設

□
二
十
八
日
　
　
　
　
　
　

区
民
芸
能
大
会

学
童
に
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

五
月
十
一
日
～
二
十
日

春
の
交
通
安
全
運
動

五
月
十
一
日
か
ら
春
の
交
通
安
全
運

動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。今
回
は
、(
1
)
道

路
を
安
全
に
渡
る
こ
と
　
(
2
)
安
全
運
転

の
励
行
と
車
の
整
備
や
管
理
業
務
を
完

全
に
行
な
う
こ
と
　
(
3
)
歩
行
者
を
守

る
、と
く
に
お
と
し
よ
り
や
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
な
ど
の
三
点

を
運
動
の
重
点
事
項
に
し
ま
し
た
。ま

た
、足
立
区
は
自
転
車
で
の
事
故
が
め

だ
っ
て
い
る
の
で
(
4
)
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
と
整
備
も
加
え
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
日
増
し
に
多
く
な
る

い
た
ま
し
い
交
通
事
故
を
区
内
か
ら
追

放
し

、
明
る
い
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
足
立

区
を
つ
く
ろ
う
と
、
区

、
警
察
、
交
通

安
全
協
会
、
町
会
連
合
会
、
商
・
工
業

連
合
会
な
ど
二
十
の
団
体
か
ら
な
る
足

立
区
交
通
安
全
協
議
会
が
主
体
と
な
っ

て
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
五
月
六
日
に

産
業
振
興
館
で
こ
の
会
議
が
開
か
れ
、

春
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施
要
綱
を
決

め
て
期
間
中
の
事
故
防
止
に
万
全
を
期

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
決
め
ら
れ
た
区
と
区
教

委
が
分
担
す
る
お
も
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

区

が

実

施

す

る

も

の

(
1
)
協
議
会
の
名
で
、都
に
対
し
国
道
・

都
道
に
交
通
安
全
施
設
を
増
設
す
る
よ

う
要
望
書
を
出
す
。

(
2
)
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
う
。

警
察
官
と
区
職
員
が
二
台
の
パ
ト
ロ

ー
ル
車
に
乗
り
、
道
路
・
水
路
の
不
正

使
用
、
駐
車
違
反
な
ど
に
注
意
や
指
導

を
行
な
う
。

(
3
)
歩
行
違
反
者
に
注
意
を
促
す
違
反
カ

ー
ド
を
つ

く
る
。

(
4
)
1
6
ミ
リ
映
画
「交
通
事
故
―
悲
し
み

の
記
録
」
を
町
会
、
学
校
、P
T
A

な

ど
に
貸
し
出
す
。

(
5
)
新
入
学
児
童
に
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
ー

フ
(
学
校
名
・
氏
名
・
血
液

型
記
入

用
)
を
配
る
。

こ
の
ほ
か
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
補
修

や
道
路
補
修
な
ど
の
環
境
整
備
も
行
な

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
が

行
な
う
も
の

(
1
)
児
童
か
ら
区
内
居
住
の
運
転
で
き
る

親
戚
に
、
交
通
安
全
の
ハ
ガ
キ
を
出
す

よ
う
に
す
る
。

(
2
)
交
通
安
全
教
育
器
材
(
ク
ロ
ッ
シ
ン

グ
ゲ
ー
ム
)
や
交
通
安
全
読
本

、
図
画

な
ど
で

、
児
童
・
生
徒
に
交
通
安
全
教

育
を
行
な
う
。

成
果
を
あ
げ
た

交
通
座
談
会

春
の
交
通
安
全
運
動
を
前
に
、
四
月

一
日
か
ら
出
張
所
単
位
に
二
十
か
所
で

交
通
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
に
は

、
町
会
自
冶
会
の

役
員
や
婦
人
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
か
た

が
た
が
集
ま
り
　

交
通
安
全
映
画
や
警

察
署
の
交
通
事
故
現
況
な
ど
の
説
明
を

聞
い
た
あ
と

、
み
ん
な
で
交
通
事
故
を

な
く
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
新

田
自
冶
会
で
は
、
運
転
中
の
人
に
は
酒

を
飲
ま
せ
な
い
よ
う
に
し
、
ま
た
飲
ま

な
い
こ
と
を
町
の
運
動
と
し
て
実
践
す

る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

大
半
は
防
げ
る

交

通

事

故

交
通
事
故
は
、
は
た
し
て
な
く
せ
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
過
去
の

統
計
資
料
を
見
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

ま
ず
、
三
十
七
年
か
ら
四
十
年
ま
で

の
人
身
事
故
数
を
調
べ
た
と
こ
ろ

、
三

十
七
年
は
千
五
百
八
十
九
人

、
三
十
八

年
千
八
百
八
十
六
人
、
三
十
九
年
二
千

二
百
九
十
九
人
と
だ
ん
だ
ん
ふ
え
て
き

た
の
に
四
十
年
は
千
四
百
六
十
八
人
で

三
十
七
年
の
と
き
よ
り
も
少
な
く
、
三

十
九
年
の
半
数
近
く
に
減
っ
て

い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
考
え
て
み
ま
す
と
、
人

身
事
故
は
自
動
車
の
増
加
や
人
口
の
増

加
に
あ
ま
り
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
事
故
の
原
因
別
内
容
を
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、
運
転
者
側
で
は
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
事
故
が
一
番

多
く
、
次
に
徐
行
違
反
、
左
右
折
不
適

当
、
ハ
ン
ド
ル
の
き
り
そ
こ
な
い
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
側
で
は
、

子
ど
も
の
事
故
で
一
番
多
い
の
が
車
道

へ
の
飛
び
出
し

、
幼
児
の
一
人
歩
き

、

車
道
の
直
前
直
後
横
断
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
み
な

、
交
通
道
徳
を
守
り

注
意
を
す
れ
ば
事
故
を
防
げ
る
も
の
ば

か
り
で
す
の
で

、
ひ
と
り
一
人
が
注
意

し
あ
え
ば
交
通
事
故
を
な
く
す
の
も
夢

で
は
な
く
な
り
ま
す
。

い
ま
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
交
通
事
故

〝
ゼ

ロ
〟

を
め
ざ
し
て

み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

(
↑
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
)

紙
面
と
部
数
が
ぐ
ー
ん
と
ふ
え
ま
し
た

企
画
室
で
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん
に

身
近
な
区
の
行
政
や

、
生
活
に
結
ぶ
い

ろ
い
ろ
な
問
題
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め

に
、
毎
月
一
回
で
す
が
、
「
区
の
お
知

ら
せ

」
を
十
四
万
八
千

部
発
行
し
て
い

ま
す
。
と
く
に
今
月
か
ら
は
紙
面
も
ふ

や
し

、
一
人
で
も
多
く
の
か
た
が
た
に

読
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

、
朝
日
・
産
経

・
東
京
・
東
京
タ
イ
ム
ス
・
毎
日
・
読

売
・
日
経
の
各
紙
に
折
り
込
ん
で

、
い

っ
せ
い
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た

、
新
聞
社
・
放
送
局
な
ど
と
連

絡
を
と
り
、報
道
記
事
を
提
供
し
て
い

ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
の
町
の
美
し
い

話
、
楽
し
い
行
事
な
ど
を
ど
し
ど
し
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
、
企
画
室
の

広
報
担
当
(
八
八
一
)
九
九
六
一
へ
ど

う
ぞ
。

交
通
相
談
所
が

第
二
庁
舎
に
開
設
さ
れ
ま
し
た

交
通
事
故
の
泣
き
寝
入
り
を
な
く
そ

う
と
、
五
月
十
一
日
か
ら
交
通
相
談
所

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

足
立
区
は
他
区
に
比
べ
、
交
通
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

日
光
街
道
の
交
通
量
が
激
し
い
た
め
、

細
い
道
路
に
も
車
が
入
り
込
み
事
故
の

お
き
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。こ

と
し
は
四
月
末
ま
で
に
十
五
人
も

の
死
亡
者
が
で
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
被
害
者
の
多
く
は
、悪
質

な
示
談
屋
や
法
律
を
知
ら
な
い
た
め
に

泣
き
寝
入
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
の
で

、
昨
年
の
十
二
月
か
ら

都
に
対
し
て
交
通
相
談
所
の
設
置
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

、
こ
の

ほ
ど
よ
う
や
く
話
が
ま
と
ま
り

、
五
月

十
一
日
か
ら
梅
田
七
丁
目
の
第
二
庁
舎

内
に
交
通
相
談
所
が
開
設
さ
れ
る
運
び

と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
相
談
所
は
、日
曜
日
と
祭
日
を

除
く
毎
日
、午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
被
害
者
の
た
め
に
親
身
に
な
っ
て

相
談
を
受
け
ま
す
(
た
だ
し
、土
曜
日

は
正
午
ま
で
)
。担
当
は
東
京
交
通
安

全
協
会
の
職
員
三
人
で
週
に
一
回
弁
護

士
が
来
ま
す
。費
用
は
無
料
。

標語コンクール

明るく正しい選挙

一
位
は
岡
島
昌
和
さ
ん

去
る

三
月
に
募
集
し
た
第
三
回
明
る

く
正
し
い
選
挙
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
会
が
四
月
十
八
日
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。応

募
作
品
六
百
八
点
の
な
か
か
ら
一

位
一
点
、
二
位
二
点
、
佳
作
十
点
の
計

十
三
点
が
選
ば
れ
、
入
賞
者
に
そ
れ
ぞ

れ
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
位
▽
よ
か
っ
た
と
い
つ
で
も
言
え
る

こ
の
一
票
(
千
住

五
丁
目

六
一
・
岡
島

昌
和
さ
ん
)

2
位
▽
こ
の
一
票
明
る
い
政
冶
を
開
く

窓
(
西
新
井
町
一
五
四
九
・
菅
野
俊
雄

さ
ん
)
▽
明
る
い
社
会
豊
か
な
暮
し
築

く
心
で
こ
の
一
票
(
伊
興
町
諏
訪
木
二
二
〇
〇

・
石
田
利
雄
さ
ん
)

佳
作
▽
よ
く
き
き
、よ
く
み
て
ま
ど
わ

ぬ
一
票
(
足
立
四
丁
目
三
一
―
一
五
・

染
川
蔵
太
郎
さ
ん
)
▽
パ
パ
、
マ
マ
の

清
き
一
票
よ
い
社
会
(
西
綾
瀬
三
丁
目

一
二
―
一
七
・
本
間
芳
子
さ
ん
)
▽
さ

あ
選
ぼ
う
区
民
の
た
め
に
つ
く
す
人
(

西
加
平
町
一
三
五
〇
・
大
熊
日
出
子
さ

ん
)
▽
一
票
の
中
に
生
か
せ
る
主
婦
の

夢
∇
成
人
の
一
歩
を
飾
る
清
い
票
(
二

点
と
も
中
央
本
町
一
丁
目
五
―
二
三
・

富
田
松
五
郎
さ
ん
)
▽
子
や
孫
が
泣
く

も
笑
う
も
こ
の
一
票
(

中
川
二
丁
目
三

―
一
二
・
松
浦
仙
太
郎
さ
ん
)
▽
一
家

そ
ろ
っ
て
笑
顔
で
投
票
(
西
綾
瀬
四
丁

目
七
―
二
三
・
今
井
よ
い
子
さ
ん
)
▽

伸
び
行
く
足
立
み
ん
な
で
選
ぼ
う
正
し

い
人
を
(
宮
城
二
丁
目
九
―
一
四
・
梅

沢
利
雄
さ
ん
)
▽
一
票
を
決
め
る
心
が

政
冶
を
決
め
る
(
伊
興
町
前
沼
一
四
一

九
―
五
・
本
河
信
義
さ
ん
)
▽
一
票
で

生
か
す
わ
た
し
の
主
義
主
張
(
千
住
大

川
町
二・
北
原
重
利
さ
ん
)

フ ォ ト・サ ー ビ ス

↑
四
月
十
九
日
に
行
な
わ
れ
た
区
観

光
協
会
主
催
の
区
内
名
所
史
跡
め
ぐ
り

で

、
大
鷲
神
社
の
説
明
を
聞
い
て
い
る

か
た
た
ち
で
す
。

こ
の
写
真
を
ご
希
望
の
か
た
に
無
料

で
さ
し
あ
げ
ま
す
。
申
し
込
み
は
企
画

室
広
報
担
当
へ
。

福祉の
手びき

5

■

老
人
福
祉
の
ご
案
内

生
活
保
護

、
保
育
園
の
案
内
に
つ

づ
い
て

、
今
回
は
お
と
し
よ
り
の
福

祉
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
。

老
人
福
祉
の
し
ご
と

お
と
し
よ
り
の
福
祉
増
進
を
は
か

る
た
め
、
昭
和
三
十
八
年
に
老
人
福

祉
法
が
定
め
ら
れ
、
福
祉
事
務
所
に

老
人
福
祉
指
導
主
事
が
お
か
れ
て
、

老
人
の
相
談
や
指
導
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

老
人
福
祉
事
業
と
し
て
は
、
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
入
所
案
内
、
家
庭
奉
仕

員
の
派
遣
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
助

成
、
敬
老
金
の
支
給
、
老
令
福
祉
年

金
の
支
給
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
の
種
類

以
上
の
べ
た
し
ご
と
の
う
ち
今
回

は
と
く
に
老
人
ホ
ー
ム
の
案
内
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
に
は
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
四
種
類
が
あ
り
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
原
則
と
し

て
年
令
六
十
五
歳
以
上
で

、
自
宅
で

生
活
す
る
こ
と
に
不
便
を
感
じ
、
ま

た
そ
の
世
帯
主
が
住
民
税
の
所
得
割

を
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が

入
所
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
か
ら

だ
が
不
自
由
で
、
寝
た
き
り
と
か
食

事
、
排
便
な
ど
を
自
分
で
で
き
な
い

老
人
が
入
所
す
る
施
設
で
す
。
な
お

所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
安
い
料
金

で
入
所
で
き
る
施
設
で
す
。
所
得
制

限
は
、月
収
が
使
用
料
の
一
倍
半
以

下
(
月
収
一
万
円
か
ら
一
万
五
千
円

程
度
)
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
は
所
得
や
生

活
状
況
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん

使
用
料

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
原
則
と
し
て

無
料
で
す
が
住
民
税
の
均
等
割
が
課

税
さ
れ
て
い
る
と
き
は
月
額
千
円
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
非
課
税
世

帯
が
無
料
で

、
住
民
税
や
所
得
割
が

課
税
さ
れ
て
い
る
と
き
は

、
月
額
千

円
か
ら
使
用
料
の
全
額
。
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
は
月
額
約
一
万
円
で
す
が
、

所
得
の
低
い
か
た
に
は
減
額
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
有
料
老
人
ホ
ー

ム
は
施
設
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
(
月

額
一
万
～
一
万
五
千
円
程
度
)
使
用

料
の
ほ
か
保
証
金

、
入
園
料
な
ど
を

払
い
ま
す
。

申
し
込
み
先

養
護
・
特
別
養
護
と
も
福
祉
事
務

所
へ
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
、
係
員

が
実
情
を
調
査
し
て
入
所
を
決
め
ま

す
。軽

費
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
そ
の

施
設
へ
直
接
申
し
込
む
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

違
反
建

築
に

チ
ョ
ッ
ト
待
ッ
タ
!

区
内
の
宅
地
造
成
が
す
す
む
に
つ
れ

て

、
建
築
課
で
は
、
毎
年
三
千
五
百
件

以
上
も
の
建
築
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

し
か
し

、
無
届
け
や
不
法
な
建
築
も

多
く
な
り
、
そ
の
た
め
火
災
な
ど
の
災

害
発
生
の
と
き
に
は
非
常
に
危
険
で
す

の
で

、
区
で
は
監
察
車
を
巡

回

さ
せ

て

、
不
法
建
策
の
摘
発
と
防
止
に
つ
と

め
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
問
題
な
の
は
悪
質
な
違
反

で

、
こ
れ
を
な
ん
と
か
防
止
し
ょ
う
と

こ
の
ほ
ど
、
警
察
署
・
消
防
署
・
東
京

電
力
・
東
京
ガ
ス
・
水
道
局
な
ど
の
関

係
者
が
集
ま
り
、
悪
質
な
違
反
に
は
、

工
事
の
中
止
や
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の

受
付
を
し
な
い
で
反
省
を
う
な
が
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

正
し
い
建
築
で
明
る
い
町
づ
く
り

納
期
は
五

月
中

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
一

期
分
の
納
期
は
、
今
年
度
に
限
り
五
月

一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま
し

た
。足

立
税
務
事
務
所
　
千
住
仲
町
五
四

(
八
八
一
)
三
一
〇
六
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アメリカシロヒトリ

緑の 大敵を退治しましょう

防
除
対
策
ま
と
ま
る

緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

発
生
時
期
を
間
近
か
に
ひ
か
え
、
区
で

は
五
月
か
ら
い
っ
せ
い
駆
除
に
乗
り
出

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
大

量
発
生
で
街
路
樹
や
農
産
物
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
害
虫
は
、

年
二
回
発
生
し
、
幼
虫
期
の
六
月
と
八

月
に
桜
や
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
ク
ワ
、
ヤ
ナ

ギ
な
ど
の
葉
を
食
い
荒
し
、
緑
の
葉
を

ま
た
た
く
ま
に
枯
葉
に
変
え
て
し
ま
い

ま
す
。

現
在
、
区
内
に
は
一
般
家
庭
の
樹
木

を
除
き
、
公
園
や
道
路
、
学
校
な
ど
に

七
千
本
近
く
の
樹
木
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
食
い
荒
さ
れ
て
は
た
い
へ
ん
で

す
。
そ
こ
で

、
サ
ナ
ギ
か
ら
成
虫
に
な

る
五
月
と
六
月
の
産
卵
期
、
七
月
の
幼

虫
期

、
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
サ

ナ
ギ
の
時
期
と
四
回
に
わ
け
て
め
ん
密

な
調
査
を
行
な
う
一
方
、
巣
の
つ
い
た

枝
を
切
り
落
し
た
り
薬
を
ま
い
て
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
ぼ
く
滅
を
は
か
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

防
除
方
法

巣
の
処
分

卵
か
ら
か
え
っ
た
小
さ
い
幼
虫
は
集

団
で
巣
を
つ
く
り
、
あ
ま
り
移
動
し
な

い
で
葉
を
食
べ
ま
す
。
そ
の
後
は
ち
り

ぢ
り
に
わ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
駆

除
に
は
巣
に
い
る
時
期
を
と
ら
え
て
殺

す
の
が
効
果
的
な
防
除
法
で
す
。
と
く

に
庭
木
な
ど
の
場
合
、
個
々
の
家
庭
で

ち
ょ
っ
と
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
巣
の

つ
い
た
枝
葉
を
切
り
と
っ
て
焼
き
す
て

れ
ば
、
薬
剤
散
布
に
ま
さ
る
大
き
な
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

薬
の
散
布

高
い
木
や
害
虫
が
大
量
に
発
生
し
た

と
き
は
薬
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
薬
(
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
)
は
園

芸
用
品
を
扱
っ
て
い
る
店
や
農
協
に
あ

り
、
百
グ
ラ
ム
あ
た
り
百
五
十
円
前
後

で
す
。
ま
く
時
期
は
、
幼
虫
の
小
さ
い

と
き
が
よ
く
効
き
ま
す
の
で
、
早
め
に

散
布
す
る
こ
と
が
コ
ツ
で
す
。

写
真
は
幼
虫
の
巣
。
こ
の
時
期
に
焼
き
捨
て
る
の
が

駆
除
の
コ
ツ
で
す

。

カ
や
ハ
エ
の
駆
除
も

重
点
的
に

そ
ろ
そ
ろ
、
カ
や
ハ
エ
も
発
生
し
て

き
ま
し
た
。
先
ご
ろ
越
冬
し
て

い
る

カ
、
ハ
エ
な
ど
の
駆
除
を
行
な
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
害
虫
は
根
強
く
、
こ

と
し
も
カ
や
ハ
エ
に
悩
ま
さ
れ
そ
う
で

す
。こ

の
対
策
と
し
て
、
す
で
に
4
月
か

ら
区
内
全
域
の
用
水
や
下
水
に
薬
を
ま

い
て
い
ま
す
が
、
去
年
よ
り
薬
の
量
を

ふ
や
し
、
軽
四
輪
車
四
台
と
新
式
の
噴

霧
車
も
二
台
使
っ
て
こ
れ
ら
の
害
虫
駆

除
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
一
般
家
庭
に
も
六
月
と
八
月
に

無
料
で
薬
を
さ
し
あ
げ
る
予
定
で
す
。

保
健
衛
生
係
で
は
、
噴
霧
機
(
三

台
)
の
貸
し
出
し
も
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。(
出
張
所
に

あ
る
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
用
の
噴
霧

機
も
使
え
ま
す
)

噴
霧
機
は

出
張
所
で
貸
し
ま
す

一
般
家
庭
の
樹
木
に
つ
い
て
は
、
区

の
出
張
所
で
町
会
・
自
治
会
単
位
に
噴

霧
機
を
賃
し
出
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

こ
の
害
虫
は
、
早
い
う
ち
に
気
が
つ

け
ば
か
な
り
簡
単
に
ぼ
く
滅
し
て
し
ま

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
名
古
屋
市
や
岡

山
市
な
ど
で
は
、
一
度
こ
の
害
虫
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
早
く
気
が
つ
い
た
こ

と
と
防
除
が
行
き
と
ど
い
た
た
め
ぼ
く

滅
に
成
功
し
、
そ
の
後
は
発
生
し
て
い

な
い
そ
う
で
す
。
区
と
み
な
さ
ん
が
協

力
し
あ
え
ば
、
再
発
を
防
げ
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

善
行
者
に
感
謝
の
ほ
う
賞

人
命
救
助
や
社
会
奉
仕
の
九
名
に

わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
は
、毎
日
気

ぜ
わ
し
く
営
な
ま
れ
て
お
り
、他
人
の

こ
と
に
は
無
関
心
に
な
り
が
ち
で
す
。

し
か
し
、危
険
を
お
か
し
て
人
の
侖
を

救
っ
た
り
、ま
た
最
近
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
青
少
年
の
非
行
化
に
対
し
、

そ
の
健
全
育
成
を
願
っ
て
日
夜
働
ら
い

て
お
ら
れ
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

区
で
は
、
こ
の
よ
う
に
社
会
を
明
る

く
照
ら
す
人
々
を
み
な
さ
ん
か
ら
推
せ

ん
し
て
い
た
だ
き
、
審
査
し
て
毎
年
ほ

う
賞
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
授
与
式
は
、去
る
四
月
十
九

日
産
業
振
興
館
で
行
な
わ
れ
、次
の
九

人
の
か
た
が
た
が
賞
状
と
記
念
品
を
お

受
け
に
な
り
ま
し
た
。

人
命
救
助

和
田

満
さ
ん
(
六
十
九
歳
)
　

足

立
二
丁
目
二
―
五
〇
―
一
一
。
大
沼
常

治
さ
ん
(
六
十
八
歳
)
　

大
谷
田
町
三

七
七
、
大
谷
田
ア
パ
ー
ト
。

お
ふ
た
り
は
、昭
和
四
十
年
十
二
月
四

日
、
午
後
一
時
三
十
分
ご
ろ
、
足
立

区
綾
瀬
三
丁
目
一
二
―
一
五
先
で
、
深

い
下
水
に
子
ど
も
(
三
歳
)
が
落
ち
て

お
ぼ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
、
服
を
き

た
ま
ま
水
に
入
り
、
協
力
し
て
無
事
救

助
し
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成

斎
藤
栄
子
さ
ん
(
三
十
七
歳
)
、中

央
本
町
五
丁
目
一
五
―
一
二
七
。川
島

次
郎
さ
ん
(
三
十
六
歳
)
、中
央
本
町

五
丁
目
二
四
―
一
四
。菱
信
一
さ
ん
　

(
三
十
六
歳
)
、中
央
本
町
五
丁
目
二

〇
―
一
三
―
二
、矢
口
義
彦
さ
ん
(
二

十
三
歳
)
、中
央
本
町
五
丁
目
二
四
―

九
、関
口
禎
子
さ
ん
(
二
十
戚
)
、中

央
本
町
五
丁
目
二
八
―
四
四
。以
上
五

人
の
か
た
が
た
は
、昭
和
三
十
三
年
以

来
、青
空
子
供
会
(
東
島
根
都
住
親
交

会
内
)
を
中
心
に
、勉
強
会
や
体
育
の

実
技
指
導
、
社
会
科
の
見
学
な
ど
の
企

画

、
運
営
に
献
身
的
な
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。

社
会
奉
仕

マ
ツ
バ
理
髪
店
。
本
木
町
一
丁
目
三

六
七
。
吉
山
富
子
さ
ん
(
六
十
八
歳
)

と
そ
の
店
員
の
み
な
さ
ん
は
、
数
年

間

、
区
立
健
全
の
家
や
バ
ツ
ト
・
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
の
子
ど
も
た
ち
に
無
料

散
髪
を
続
け
て
い
ま
す
。

林
信
二
さ
ん
(
四
十
四
歳
)
花
畑
町

五
三
五
二
。十
一
年
も
の
間
、交
通
安
全

や
防
犯
活
動
に
力
を
そ
そ
ぎ
明
る
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

十
五
校
ふ
え
ま
す

学
校
開
放
校

教
室
や
校
庭
な
ど
を
青
少
年
団
体
の

活
動
や
い
こ
い
の
場
に
開
放
し
て
い
ま

す
が
四
十
一
年
度
は
十
五
校
ふ
や
し
五

十
校
を
開
放
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、利
用
の
申
し
込
み
手
続
き
が

い
ら
な
い
自
由
開
放
校
も
六
校
設
け
て

余
暇
を
楽
し
く
有
意
義
に
過
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
さ
い

。

施
設
、
校
庭
開
放
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
一
週
間
前
ま
で
に
学
校
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料

で
す
。
開
放
す
る
学
校
は
次
の
と
お
り

(
◎
印
は
自
由
開
放
校
で
す
。)

施
設
開
放
校

◎
千
寿
小
　
千
一
小
　
◎
千
四
小
　
◎

本
木
小
　
鹿
浜
小
　
舎
人
小
　
梅
島
小

◎
梅
島
第
一
小
　
◎
五
反
野
小
　
中
川

小
　
北
三
谷
小
　
花
畑
小
　
渕
江
小
　

伊
輿
小
　
◎
千
七
小
　
新
田
中
　
花
畑

中
　
(
以
下
三
校
は
九
月
か
ら
)
長
門

小
　
保
木
間
小
　
江
北
中

校
庭
開
放
校

千
二
小
　
十
五
中
　
千
寿
旭
小
　
西
新

井
第
二
小
　
輿
本
小
　
本
木
東
小
　
寺

地
小
　
関
原
小
　
関
原
小
分
校
　
宮
城

小
　
西
新
井
第
一
小
　
島
根
小
　
亀
田

小
　
栗
原
小
　
弥
生
小
　
綾
瀬
小
　
一

中
　
二
中
　
三
中
　
四
中
　
五
中
　
六

中
　
七
中
　
十
一
中
　
十
二
中
　
十
四

中
　
東
島
根
中
　
蒲
原
中
　
弘
道
小
　

東
綾
瀬
中 貸付金額がふえました

―母子福祉資金―

母
子
家
庭
や
父

母
の
い
な
い
お
子

さ
ん
の
進
学
・
住

宅
・
事
業
な
ど
で

資
金
が
入
用
の
と

き
に
母
子
福
祉
賢

金
を
お
貸
し
し
て

い
ま
す
が
、
貸
付

金
額
が
次
の
と
お

り
ふ
え
ま
し
た
。

貸
付
資
格
　
二

十
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
を
扶
養
し
て

い
る
か
た
や
、父
母
の
い
な
い
二
十
歳

未
満
の
か
た
。

貸
付
最
高
金
額
(
　
)

内
は
い
ま

ま
で
の
金
額
で
す
。

▽
修
学
　
大
学
―
月
三
千
円
　
高
校

一
千
五
百
円
　
▽
就
学
し
た
く
　
大
学

―
二
万
五
千
円
(
一
万
五
千
円
)
　

高

校
―
一
万
五
千
円
　
▽
修
業
　
月
二
千

五
百
円
(
千
五
百
円
)
　

▽
技
能
習
得

月
二
千
五
百
円
(
千
五
百
円
)
　

▽
生

活
　
月
四
千
五
百
円
(
三
千
円
)
　▽
就

職
し
た
く
　
一
万
五
千
円
　
▽
事
業
開

始
　
二
十
万
円
　
▽
事
業
継
続
　
十
万

円
　
▽
住
宅
資
金
　
十
五
万
円
(
十
万

円
)
　▽
転
宅
資
金
　
一
万
二
千
円

申
し
込
み
先

福
祉
事
務
所
　
千
住
竜
田
町
一
〇

(
八
八
八
)
三
一
四
一

所
得
状
況
届
は

六
月
三
十
日
ま
で
に

福
祉
年
金

老
令
・
障
害
・
母
子
な
ど
の
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
五
月
期
分

の
年
金
を
受
け
ま
し
た
ら
、
六
月
三
十

日
ま
で
に
証
書
と
所
得
状
況
届
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
届
け
出
や
申
請
な
ど
は
、

次
の
と
こ
ろ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
証
書
と
印
鑑
は
忘
れ
ず
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
千
住
一
丁
目
仮
庁
舎
内
　
国
民
年
金

課
　
▽
第
二
庁
舎
内
　
国
民
年
金
課
(

検
認
係
)
　

▽
各
出
張
所

お
こ
ま
り
の

か
た
は
免
除

の
申
請
を

い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
っ
て

、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
に
は
、
次
の
二
種
類
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
か
ま
た

は
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(
1
)
法
定
免
除

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

そ
の
期
間
中
、
保
険
料
が
免
除
に
な
り

ま
す
の
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(
2
)
申
請
免
除

所
得
の
低
い
か
た
や
、
病
気
、
失
業

な
ど
の
た
め
一
時
的
に
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
そ
の
事
情
に
よ

り
免
除
に
な
り
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
申
請
や
届
け
出
を
し
な
い
で
保

険
料
を
未
納
に
し
て
お
く
と
、
年
金
を

受
け
る
と
き
不
利
に
な
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

母
と
こ
ど
も
大
会

そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

五
月
五
日
は
「
子
ど
も
の
日
」
八
日

は
「
母
の
日
」
、
ふ
た
つ
合
せ
て
母
と

こ
ど
も
大
会
を
開
き
ま
す
。
「
よ
い
子

に
育
っ
て
ね
」
と
お
か
あ
さ
ん
が
は
げ

ま
し
、
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
と
よ

い
子
が
お
か
あ
さ
ん
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
さ
さ
げ
ま
す
。

と
き
　
　五
月
二
十
一
日
午
後
一
時

と
こ
ろ
　
足
立
区
文
化
会
館

◎
当
日
は
楽
団
演
奏
・
奇
術
・
マ
ン
ガ

・
劇
映
画
な
ど
た
の
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
の
で
、
一

日
た
の
し
く
お
過
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

大
掃
除
を

五
月
八
日
か
ら
大
掃
除
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
家
の
内
外
を
き
れ
い
に
し
て

カ
や
ハ
エ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
発
生
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
八
日
(
日
)
第
五
出
張
所
管
内
　
▽

九
日
(
月
)
第
一
・
二
出
張
所
管
内
　

▽
十
日
(
火
)
第
三
出
張
所
管
内
　
▽

十
一
日
(
水
)
第
四
出
張
所
管
内
　
▽

十
二
日
(
木
)
第
六
・
十
出
張
所
管
内

▽
十
三
日
(
金
)
第
十
一
・
十
七
・
十

八
・
十
九
・
出
張
所
管
内
　
▽
十
四
日
(

土
)
第
七
・
八
出
張
所
管
内
　
▽
十

五
日
(
日
)
第
九
・
十
二
・
十
三
・
十

四
・
十
五
・
十
六
・
二
十
出
張
所
管
内
(

た
だ
し
興
野
町
は
十
四
日
で
す
)

足
立
清
掃
事
務
所

保
母
さ
ん
募
集

保
育
園
の
保
母
さ
ん
を
常
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
保
母
さ
ん
に
な
り
た

い
か
た
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

厚
生
部
管
理
課(

八
八
一
)
五
九
四
八

受
講
生
募
集

▼
成
人
学
校

五
月
二
十
日
か
ら
六
月
二
十
八
日
ま

で
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
六
時
か

ら
千
一
小
と
青
年
館
で
第
三
十
二
回
の

成
人
学
校
を
開
設
し
ま
す
。

科
目
は
、
料
理
、
日
本
画
、
簿
記
の

三
種
類
で
定
員
は
そ
れ
ぞ
れ
五
十
名

。

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
実
費
は
各
自

負
担
で
す
。

申
し
込
み
は
、
五
月
十
三
日
(
金
)

午
後
六
時
～
七
時
、
社
会
教
育
課
文
化

係
で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
直
接
本

人
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
技
術
講
習
会

五
月
二
十
二
日
(
日
)
午
前
九
時
～

午
後
四
時
、
区
体
育
館
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
(
九
人
制
)
技
術
講
習
会
を
開
き
ま

す
。
定
員
は
、
五
百
人
。
参
加
を
希
望

す
る
か
た
は
社
会
教
育
課
体
育
係
　
電

話
(
八
八
一
)
五
五
四
二
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
。

消
費
者
移
動

相
談
室
を
開
設

お
買
い
物
で
不
利
益
を
受
け
た
と
き

や
ご
不
満
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の

と
お
り
移
動
相
談
室
を
開
き
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

五
月
二
十
四
日
　
午
後
一
時
～
四
時

柳
原
交
番
付
近

五
月
二
十
六
日
　
時
間
同
じ
　
千
六

小
前

な
お
、
旭
町
仮
庁
舎
内
の
経
済
課
で

は
、
い
つ
で
も
こ
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

傷
い
軍
人
の
か
た
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
が
制
定
さ
れ

厚
生
省
発
行
の
手
帳
が
傷
い
軍
人
に
渡

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
帳
を
受
け
る

と
鉄
道
無
賃
乗
車
券
が
も
ら
え
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
だ
届
け
て
い
な
い
か
た
は
、
厚
生

部
福
祉
課
(
八
八
一
)
三
一
五
一
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ニ
セ
土
木
課
員
に

ご

注
意

最
近
、
区
の
土
木
課
職
員
を
装
っ
て

私
道
に
砂
利
を
ま
く
と
偽
り
、
金
品
を

受
け
と
る
者
が
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

暮
ら
し
の

ご
案
内

日
ご
ろ
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
と
深
く
む
す
び
つ
い
て

お
役
に
た
っ
て
い
る
区
営
の
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

講
習
会
場
や
展
示
会
場
・
集
会
場
・
結
婚
式
場
・
体
育
館
・

公
会
堂
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
そ
ろ
え
て
、
み
な
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
や
申
し
込
み
は
、
直
接
次
の
施
設
へ
ど
う
ぞ

結
婚
・
集
会
・
催
し
も
の

□
　
産
業
振
興
舘
　
千
住
一
丁
目
五
〇
　
(
8
8
1
)
一
六
六
八
・
一
六
八
九

施
設
内
容
　
結
婚
式
場
・
公
会
堂
(
六
〇
〇
人
収
容
)
・
日
本
間
(

五
部
屋
)
・
会
合
―
展
示
会
用
ホ
ー
ル
(
大
・
小
)

、
相
談
室

□
　
生
活
舘
　
東
綾
瀬
一
丁
目
五
―
七
　
(
6
0
5
)
五
一
九
六
～
七

施
設
内
容
　
結
婚
式
場
・
披
露
室
・
講
習
室
・
集
会
室
・
結
婚
―

生
活
相
談
室
・
老
人
娯
楽
室
・
読
書
室

□
　
青
年
舘
　
西
新
井
町
九
七
二
　
(
8
8
7
)
〇
〇
六
一

施
設
内
容
　
学
習
室
(
青
少
年
個
人
・
団
体
の
各
種
活
動
)
。
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
(
映
写
機
・
ス
テ
レ
オ
)
、
結
婚
式
場

・
日
本
間
・
洋
間
・
バ
レ
ー
コ
ー
ト
。

□
　
文
化
会
舘
　
中
央
本
町
一
丁
目
一
七
―
一
　
(
8
8
6
)
八
八
六
〇

施
設
内
容
　
公
会
堂
(
九
五
〇
人
収
容
・
映
写
機
・
ピ
ア
ノ
)

□
　
体
育
舘
　

中
央
本
町
一
丁
目
一
七
―
二
　
(
8
8
6
)六〇
一
三

施
設
内
容
　
屋
内
競
技
場
(
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
)
屋
外
プ
ー
ル

読
書
・
音
楽
鑑
賞

□
　
千
住
図
書
舘
　
千
住
竜
田
町
五
二
　
(
8
8
1
)一
九
九
四

施
設
内
容
　
読
書
室
(
一
般
・
児
童
)

行
事
　
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
(
毎
月
第
一
土
曜
日
)
・
映
画
会

(
毎
週
日
曜
日
正
午
)
・
幻
灯
会
(
毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
、午
後

二
時
)

□
　
梅
島
図
書
舘
　
梅
田
六
丁
目
三
三
―
九
　
(
8
8
6
)
二
六
〇
四

施
設
内
容
　
読
書
室
(
一
般
・
児
童
)

行
事
　
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
(
毎
月
第
三
土
曜
日
)
・
映
画
会
(

毎
月
第
四
土
曜
日
午
後
二
時
)

□
　
宮
城
図
書
舘
　
宮
城
一
丁
目
二
七
―
八
　
(
9
1
3
)
〇
四
六
〇

施
設
内
容
　
読
書
室
(
一
般
・
児
童
)

行
事
　
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
(
毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
二
時
)

□
　
新
田
図
書
舘
　
新
田
三
丁
目
八
　
(
9
1
2
)
一
七
六
七

施
設
内
容
　
読
書
室
(
一
般
・
児
童
)

健

康

□
　
本
木
診
療
所
　
本
木
町
一
丁
目
九
二
六
　
(
8
8
6
)
三
九
四
一

診
療
科
目
　
内
科
・
外
科
・
眼
科
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
科

診
療
時
間
　
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
)
日
曜
・
祭
日

は
除
く
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)
。
毎
週
火
・
金
曜
日
は
午
後
八
時

ま
で
夜
間
診
療
。

小
口
金
融

□
　
千
住
公
益
質
屋
　
千
住
寿
町
三
四
　
(
8
8
8
)
一
六
四
四

営
業
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
(
日
曜
・
祭
日
は
休
み
)

貸
付
額
　
一
口
　
二
万
円
。
一
世
帯
五
万
円
ま
で
。
利
子
　
月
三

分
(
た
だ
し

、
十
六
日
未
満
の
場
合
は
一
分
五
厘
と
す
る
)
流
出
期

限
　
質
契
約
の
日
か
ら
四
か
月
。

□
　
西
新
井
公
益
質
屋
　
本
木
町
二
丁
目
一
一
四
八
(
8
8
7
)
一
六
五
八

営
業
内
容
は
千
住
公
益
質
屋
と
同
じ
。

※
　
初
め
て
の
方
に
は
、印
鑑
と
米
の
配
給
通
帳
ま
た
は
、健
康

保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■ 　 区役所の電話案内　　緑町仮庁舎( 888) 2151　　 旭町仮庁舎( 888) 2161( 881) 6128　　 千住1丁目仮庁舎( 881) 3151　　 第二庁舎( 886) 3165


